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1．はじめに

筆者は、現在勤務先である大学で、「教師論」の講義を担当している。

その授業のレポート課題として、「今までに出会った尊敬できる教師につ

いて、その理由を具体的にかつ客観的に書きなさい」というテーマを毎年

の受講生に与えている。受講生のほとんどが、小学校教諭、幼稚園教諭、

保育士の資格を取ることを目的として入学している。したがって、学生た

ちの多くが今までに学校内はもちろんのこと、学校外においても尊敬でき

る教師すなわち良きモデルと出会い、自分もあの先生のような教師になり

たいという強い思いから、教師を志望していると思われる。そのような思

いがそれらのレポートの中で綴られている。

学生のレポートを分析することによって、「尊敬できる」教師の理由

（または条件）を幾つかの項目に分類し、尊敬できる、すなわち理想的教

師像とは何かを具体的に明らかにしたい。

ここで、西日本新聞社が行ったアンケート調査を紹介したい。調査の対

象が小学生と中学生ということで、若干ズレがあると思われるが、子ども

（小・中学生）からみた嫌いな先生のワースト10という、調査結果は、「尊

敬できる教師」の条件と相反すると思われる。ワースト順位は、小・中学

生ともに「えこひいきする先生」が第1位で、「こどもの意見を聞いてく
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れない先生」「教え方のへたな先生」などが上位に入っている。ω

公立学校教員の経験を持つ教育評論家、尾木直樹氏は、著書『教師格

差』の中の、第三章の第三節「何が教師に求められているか」において、

子どもに好かれる教師の条件、つまり良い教師の条件とは何か、それらを

次のように分類している。この分類方法は、彼が担当した、大学の新入生

を対象にしたワークショップ「教師論」（2006）がきっかけとなったとい

う。そこで、学生に「良い先生の条件」についてカードに書いてもらうと

いう調査を実施した結果が以下のように紹介されている。（温｝

尾木によればワークショップでの参加者の意見を整理すると、次の六

項目になることを指摘している。

①真摯さ

②子どもへの厳しさと思いやり

③人問味豊かな感性

④常に前進しようとする姿勢

⑤子どもとともにあろうとするパートナーシップ

⑥生徒への限りない献身的愛情

これらの六項目を、理想的教師像を明確にする一つの手がかりとして、

提出されたレポートについて、一人ひとりが考える尊敬できる教師の条件

が、いずれに該当するかを探ってみた。その結果、幾つかの項目が重複し

ている場合が多かった。

■．大きく転換する教師像一失いつつある教師の威厳

1）サラリーマン化する教師

以前と比較して、今日の社会において、「教師は絶対的存在ではなく

なった」（坦）と、尾木は指摘している。特に、日本の第二次世界大戦前と大戦

後を比較すると、教師にたいするイメージが大きく変わってきていること

は、周知の事実である。筆者が学校教育を受けていた時代と現在の児童や
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生徒・学生が受けている時代を比較しても大きく変化している。たとえ

ば、大正生まれの筆者の母は、戦前、地方の公立小学校の教諭をしていた

が、その頃の様子を、体験談として度々聞くことがあった。livlその時代に

おいて教師が尊敬される存在であり、絶対的な存在であったことが理解で

きる。同時に、教師もその重要な職務に果たすべく、自覚をもち、誇りや

責任感を持っていたのである。また、筆者の学生時代においても、教師は

絶対的存在であり、近寄り難かったことを記憶している。つまり、「聖職

者」的イメージから、「サラリーマン」的イメージの教師像へと転換して

いったのである。

現在、子どもに体罰を与えることは、子どもの人権を守るために絶対

やってはいけないこととされているが、戦前の学校教育において体罰は、

ある程度黙認されていたのは事実である。体罰は、行使されるべきではな

いが、子どもが間違ったことをした時、悪いことをした時に、教師が口頭

で子どもが納得するように叱ることを躊躇してはならないと思う。

これについて、尾木は、次のように述べている。「必要に応じて子ども

を叱ることができるようになるためには、教師自身が揺るぎのない生き方

をしていなければなりません」（v）と。教師が自信を持って生きている良いモ

デルを子どもに示す必要があるということである。

2）実践力が低下している教師一塾講師に学ぶ教師と多忙さに悩む教師

尾木は、先に紹介した著書の中で、2007年に大手の進学塾が現職の教員

対象に「教師力養成塾」を開設したことを紹介している。子どもとの接し

方や子どもの気持ちの引きつけ方などのスキル、実践力を、塾講師から学

ぶことで、教師力をアップさせようという目的があったのである。尾木

は、スキルを学ぶことはとても良いことではあるが、そのスキルだけを身

につけることが、一人前の教師になることの近道ではないと、強く主張し

ている。（vi）

学校の教師と塾講師の大きな違いは、塾講師は、自分の専門とする教科
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だけを教えればよいのであるが、学校の教師は、授業、教科の指導だけで

は収まらないというところにある。尾木は、次のように二つの仕事の違い

を説明している。塾講師は「決められた時間内に効率よく教えることを目

的にしており、受験勉強や補習を指導することに特化された職業押である

のに対して、学校の教師は、授業以外にも「様々な領域で子どもたちと接

して、子どもの全体的な成長に責任押を持つというのである。

実践力を含めた教師力全体が低下していると指摘される原因として、教

師の多忙さがあると尾木は指摘している。多忙さの内容について、次のよ

うに述べている。学校内での役割分担は、「校務分掌」と呼ばれる。「学校

には、実に多くの部署があります。校務運営、生徒指導、研究推進、行事・

各教科の委員会…など、数十の『分掌』を組織しているのが通例です。（筆

者、略）教師によっては五つも六つも部会や委員会に属するケースも出て・

きます。」lix｝

教師の生命ともいえる授業や子どもとの関わりに時問を費やすのではな

く、事務的な仕事に追われて余裕のない生活を日々送る教師の姿が最近、

浮き彫りにされているのである。教師の多忙さを示すデータは、沢山あ

る。毎日新聞の最近の記事にも、「先生」シリ」ズの連載の中で、「際限の

ない仕事…失う余裕」というタイトルの記事が強く印象に残っている。（X〕そ

の記事の中で紹介されている文部科学省の調査（2006年）によると、ベテ

ラン教員の離職者数が定年の離職者より多いという結果に驚く。原因が、

「仕事の量」から来る強いストレスだと答えている。同時に、新任教員も

ストレスを感じているにちがいないのである。毎日新聞のデータを見る

と、2007年に辞めた新任教員の数は、301人で、10年前の7倍になると報

告されている。このような数字を見れば、教師の現実が明らかである。

また、最近増加傾向にある発達障害児に対する特別支援教育の実践に伴

う教員への負担増である。発達障害児を専門に指導する特別支援教育支援

員は、まだ人数不足である。毎日新聞の記事（2009年2月3日掲載）で紹

介されているデータによると、現在2万6000人で、1校に一人の配置が不
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可能な状況である。しかも発達障害の傾向を示す児童や生徒は、1クラス

に約二人は存在すると推定されるという。

皿．学生のレポートより

先に言及した、「好きな（尊敬できる）教師」の条件の六項目のうち、

②子どもへの厳しさと思いやり、⑤子どもとともにあろうとするパート

ナーシップの二点が、学生のレポートの中で一番多く挙げられているとい

う結果に至った。

具体的に、学生のレポートから、教師による言葉かけや行動について生

徒が感じていることを抜粋してみることにしたい。

「高校3年生の時に担任だったU先生だ。入学した時から怖いと有名

だった。ほんの些細な事で半端なく怒るし、そのことを後々まで引きずら

せるし、本当に嫌だった。だんだんU先生の事がわかってきた。確かに

こんなことで…と思うことはよくあったが、U先生が怒る時は必ず間違っ

た行いをした時だけだった。なぜこうしたら駄目なのか、きちんと筋みち

を立てて説明した。『社会に出てから周りに白い目で見られる』これが先

生の口癖だった。最初はいらっとするが、冷静になると、先生の言ったこ

とは必ず正しく間違っているのは自分だと気付かされた。いつも真剣に、

私たちを想って怒ってくれた。怒られていた事が、いつのまにかできるよ

うになっていて、そんな時は『できるようになったじゃん』と嬉しそうに

先生が言う。どれもこれも私たちの為になることだった。実際本当に役に

立った事がたびたびあった。だから卒業する時、本当に感謝の気持ちで

いっぱいだった。あんなに嫌いな先生をいつのまにか尊敬していた。」（児

童教育2年Y女子）

「私が尊敬する先生は、中学校の時の部活の顧問の先生です。先生と初

めて会ったのは、理科の授業の時でした。第一印象は怖そうでした。先輩
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のかっこよさに憧れて剣道部に入部しました。そして剣道場に現れたの

が、理科の先生だったのです。案の定、先生はとても厳しい人でした。し

かし、それは正しい厳しさであり、そのおかげで今の自分があるのではな

いかと思います。先生には剣道だけではなく、人としてたくさんのことを

教えてもらいました。生徒が間違っている時は、厳しく叱り、正しいとき

には褒める。真面目なときはすごく真面目で、遊ぶときは子どもと一緒に

思いきり遊ぶ。とてもけじめがついた先生でした。だからこそ生徒から慕

われていたのではないかと思います。生徒だけではなく、保護者からも慕

われていました。教師という権限を振り回し、子どもを抑圧するのではな

く、教師という立場から、たくさんの様々な生徒とどう関わっていくか、

そして、教師一生徒一保護者の信頼関係を築くためにはどうすればよい

か、それを考えるのが、教師としての大切なことだと、私は考えます。」

（児童教育2年U女子）

「高校の時の担任の先生だ。A先生と言い、英語の先生だった。A先生

は、生徒や他の先生方からの信頼も厚く、とても教育熱心な先生だった。

私は、中でも授業に対する姿勢、進路について、生徒との関わりかたにつ

いて尊敬している。まず授業に対する姿勢についてはとにかく熱心で分か

りやすい授業、英語を楽しめる授業にしていこうとする点である。ただ教

科書の内容をやるだけではなく、毎回のように英作文や英語のエッセイを

書かせ、表現力を重視していた。先生の授業のおかげで嫌いだった英語も

少しずつ取り組めるようになり、英作文ではもっと表現したいという意

欲も出てきた。A先生の授業のノートやプリントは今でも大切に取ってい

る。生徒との関わりかたについては生徒からの要望をよく聞いてくれたこ

と、一日でも学校を欠席すると家に電話をかける。

しかし決して友達同士のような関係にはならず。教師としての責任や厳

しさのある先生であった。もし教師になれたとしてもA先生のようにやっ

ていく自信はない。しかし、私はA先生を目指し夢を追いかけたいと思っ
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ている。」（児童教育2年M女子）

「尊敬する先生は、と問われて真っ先に思い浮かぶのは、中学校2、3

年の担任だったK先生という女性の先生である。先生は、いつも厳しく

生徒を指導する上下関係を重んずるというよりは、生徒により添い導いて

いくような先生だった。よく泣き、よく怒り、よく笑い、生徒に何か悩み

や問題があれば体当たりでぶつかり解決へと導いてくれた。

私たち生徒を子どもだからという枠にあてはめるのではなく、一人ひと

りをただひとりの人問として、教師の目線で物事を捉えながら、生徒の目

線でも物事を考え接してくれるような先生だった。先生が担任になって初

めての学級活動の時間、先生は大きな模造紙に描かれた樹の幹と葉っぱの

形をした色紙を私たちに示し、クラスメイトの良いところを色紙に記入し

貼り付けていくことを提案した。先生もクラスの一人ひとりの良いところ

を学級通信で配布した。また、教科科目以外の指導も教師の役目なのだと

実感した。」（児童教育2年F女子）

「私の尊敬する先生は、N先生という男の先生です。N先生は、私が

小学校四年の時に新任としてやってきて、私が所属していたバレー部の顧

問の先生になりました。しかし、先生はバレーの経験が無く、全くの初心

者でした。私たちに“不安”という文字はありませんでした。なぜなら、

先生は、私たちに“不安”を感じさせないほどの努力を陰で積み重ね、ま

たそのことをみんな知っていたからです。バレーに関する本を何十冊と読

み、他のチームの監督に話を聞きに行ったり…。先生からは、バレーを通

して、技術はもちろんのこと、精神的な強さや物事に対する姿勢を教わり

ました。そして努力することの大切さも。先生がいつも口にしていた『努

力と向上心』という言葉。先生にように熱い心を持った、努力を惜しまな

い先生になりたいです。」（児童教育2年F女子）
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以上のように、人生における、いろいろな教師との出会いの中で、何人か

の尊敬できる教師に出会い、それがきっかけで教師を志望するようになっ

たという学生が大半であった。しかし、その中に「私は今までに尊敬する

先生に出会うことができなかった」と告白するレポートも存在した。次の

通りである。

「私が考える『尊敬される先生』の条件の一つは、生徒の気持ちをわ

かってあげることのできる先生である。当たり前のことだと思うが、生徒

の気持ちを一生懸命になって分かろうとする先生は少ないと感じる。ま

た、高校の時には、頭の良い生徒ばかりを贔屓にして、生徒によって対応

が違う先生もいた。しかし、生徒と仲が良く、たくさんの生徒から人気の

ある先生というだけでは尊敬される先生ではない。生徒が間違ったことを

した時にはしっかりと叱って、なぜやってはいけないのか、理由もきちん

と説明できることも必要である。この二つの点から考えると、『けじめを

きちんとつくれる先生』が尊敬される先生だと私は感じる。」（児童教育2

年U女子）

このレポートのように、自分は「尊敬できる教師」に出会うことはな

かったが、「尊敬できる教師」とはどういう教師であるのかについて、客

観的に考えることができている。そして、そういう教師に出会いことがな

かったので、自分は子どもから尊敬される教師を目指したいという文が、

レポートの締めくくりであった。

lV．尊敬される教師と尊敬される保育者

教師と保育者は、基本的に違いはないのであるから、尊敬される教師も

尊敬される保育者も条件は同じであると考える。

ここで、日本で代表的な保育者といえば、お茶の水女子大学の前身であ

る東京女子師範学校附属幼稚園の主事（園長）を長く勤め、「日本保育学

会」を創立した倉橋惣三を、誰しもが思い浮かべると思われるが、その彼
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の保育者観について理解するために、具体的な言葉に触れてみたいと思

う。

以下の文は、倉橋惣三の代表作である『育ての心（上）』（xi）より抜粋した。

「にじみ出る真実性」というタイトルの文の一節である。

あなたのもっていられる貴いもの、美しいもの、賢いものを、みんなそ

のままに受ける力は子どもにはない。その意味で、折角のあなたの感化

も彼等に及ばないものが多いかも知れない。（筆者、略）ただ一つ、あ

なたのもつ真実性、あなたの性格の底からにじみ出る真実性だけは、ど

んな幼い子どもの心にも届かずにはいない。方法でもなく術でもなく、

或る日、或る時、ふとにじみ出るあなたの真実性こそは、幼い子どもの

心に、強い深い感化を与えずにいない。

「真実性」という言葉は、いかなる職業に就く人間にも欠くことのでき

ないものであるが、特に教師にとっては、一番欠かすことのできない人間

性の骨格となる部分といえる。真摯さ、誠実さ、本気さという言葉に表現

を変えることも可能かもしれない。

「まめやかさ」というタイトルの文の一節である。

生える力、伸びる力。それに驚く力がなくては、自然も子どもも、ほん

とうには分からない。が、驚きだけでは、詩と研究とが生まれても、教

育にはならない。（筆者、略）教育のめざすところは大きい。教育者の

希望は遠い。しかし、其の日々の仕事はこまごまと極めて手近なことで

ある。丁度、園芸の目的は花にあり果実にありながら、園丁の仕事があ

の通りなのと同じである。よき園芸家とは、まめな人である。実際に行

き届く人である。（筆者、略）驚く心がそのまま実際のまめやかさにな

る人、そういう人が実際教育者である。

「まめやかさ」という言葉は、倉橋独特の表現のように思われるが、惜

しみなく努力をする、手を抜かない、気配りや心配りができるという表現

に言い換えることができる。また、尾木が分類した項目の中の、④常に前

進しようとする姿勢、⑤子どもとともにあろうとするパートナーシップ、
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⑥生徒への限りない献身的愛情、に該当する。

最後に、教師として生きるために、一番必要なことは、自分を省みる、

自己反省する力であると、筆者は考えている。教師は、日々の自分の授業

を、自分の子どもに対する言動を、そして保育者は、日々の自分の保育

を、自分の幼児に対する言葉かけや行いをいつも反省するように心がけな

ければならない。それを可能にするためには、常に謙虚にならなければい

けない。幼児、生徒、学生を含んだ、他人からの批判や批評に対して謙虚

に耳を傾けなければならない。もちろん自己評価を厳しく行うことも大切

である。

再び、倉橋の言葉を引用したい。「自らを」というタイトルの一節であ

る。深い言葉であり、胸に響く。何度も噛みしめたい言葉である。

子どもを教育するのは教育者の責任である。しかもこれは、教育者とし

ての一面の責任に過ぎない。この外へ向かっての責任と共に内に向かっ

ての責任がある。自分を教育することである。（筆者、略）先ず内へ向

かっての教育なくして、外へ向かっての教育はあり得ないことである。

すべての教育は、自己の教育に発するといっては言葉が過ぎるかも知れ

ない。しかし、少なくも教育の真の迫力は、この謙遜なる自己教育の心

からのみ出る。

V．今後の課題

社会や時代の変化に伴い、それぞれの時代が求める教師像は、変化して

いくと思われるが、尊敬できる教師、あるいは好きな教師のイメージや条

件は、今も昔も本質的に変わらないと筆者は思う。

次の研究課題として、理想的保育者像について、理想的教師像と大きく

異なる条件があるのかどうかについて、追究していきたい。
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注

（i）西日本新聞社『だれが教育をになうべきか』昭和54年、186頁

（H）尾木直樹著『教育格差』角川書店、2007年、130～5頁

（世）同書、64頁

（iv）筆者の母の女学校時代の同期生に、旭川出身の作家、三浦綾子がいる。三浦

も、女学校を卒業後、小学校で七年間教師を経験している。自分の教師時代

について、『綾子・大雪に抱かれて』（北海道新聞社．1998）の中で、詳しく

語っている。
（v）尾木直樹、前掲書、65頁

（vi）同書、59頁

値）同書、60頁

圃同書、106～7頁
（ix）同書、109頁

（x）毎日新聞記事（2009年1月28日掲載、先生、生徒指導は今）

（xi）倉橋惣三著『育ての心（上）』（倉橋惣三文庫3、フレーベル館）

「にじみ出る真実性」30頁

「まめやかさ」33頁

「自らを」48頁
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